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機械器具 58 整形用機械器具 

一般医療機器 非能動型呼吸運動訓練装置 11634001 

 

【警告】 
〈適用対象（患者）〉 
・医師もしくは医師の指示を受けた専門の医療従事者は患者
に適切な指導を行うこと。 

・過度な呼気の吹き込みは過換気症、発作などの悪影響を及
ぼす可能性がある。 

・各患者に適切な使用方法は、専門の医療従事者が判断する
こと 

［患者に吹き込み方法の適切な指導をしなかったり、セット
の間の休息を十分に取らなかったりした場合、 

〈不具合・有害事象〉の項の有害事象を引き起こす可能性が
あるため］。 

 

【禁忌・禁止】 
〈使用方法〉 
・本品は一回の使用後にはすべての部品を廃棄し、再使用し
ないこと。 

・本品を通じて息を吸い込まないこと。 

 
【形状・構造及び原理等】 

１．原材料 

No  構成部品      原材料 

①  チューブ 紙 

②  マウスピース 紙 

③  リード ポリエチレンテレフタレート 

 

 ・未滅菌 

 

２．形状・構造及び寸法 

*(1)本品の写真 

 

 

 

 

 

 

 

(2)構造・寸法 

 

                                      （単位：mm） 

３．原理 

患者がこの器具に一定以上の呼気を吹き込むと、チューブの中
のリードが振動し、明らかな振動音と同時に 16～25Hz の低周
波の音波を発生させる。この低周波の音波は、肺及び気道内の
分泌物及び繊毛を本来の動作周波数付近にて共鳴振動させ、気
道内の分泌物の粘性を適切にし、さらに繊毛振動による粘液運
搬能を高めて、患者の排痰を促す。 

【使用目的又は効果】 
本品は一定以上の呼気流量を吹き込むことで音波を発し、それに
よって患者の気道および肺に刺激を与え排痰を促進し、換気を改
善する 

 

【使用方法等】 

始める前：準備と姿勢 

１．使用後に飲むために、コップに水を入れておきます。 

 ２．気道が音波で振動して、粘液が和らげられ、次第に自分の力
で動き出し、肺の中から押し出される状態をイメージします。 

３．リラックスします。背中をまっすぐにして、椅子の背にもた
れかからないように座り、頭を少し下に傾けて咽(のど)と気
道をゆったりと開くようにします。そうすると、本品から
気道の奥の方まで音波が伝わります。 

   ベッドの上で本品を使う場合は、できるだけ背中をあげて座
り、息を吐き出すのに無理のないようにしてください。 

 

ステップ１：粘液を和らげ、動かすために 

   １．通常より少し深く息を吸い込みます。唇をまるめ、周りか
ら空気が洩れないように、マウスピース全体をすっぽりと
銜（くわ）えます。 

   ２．頬を膨らますことをイメージして、ローソクの火を吹き消
すときのように本品に息を吹き込みます。 

   ３．次に、口からマウスピースを離して再び素早く息を吸い込
み、再び本品に吹き込みます。２回吹き込んだら必ず普通
の呼吸を２回以上行って休んでください。 

   ４．この動作を繰り返します。２回の吹き込みと休息を１セッ
トとして、合計２０セット続けます。頬を膨らませる感じ
で、ローソクの火を吹き消すように本品に息を吹き込むこ
とに集中して、中のリードがはためくようにしてください。 

     ただし、ペースはゆっくりでも結構です。強く息を吹き込
むために腹筋に力をいれたり、のどを痛めることがないよ
うに、また、無理して咳き込むことがないようにご注意く
ださい。 

     本品を吹く動作の繰り返しによって、粘液は柔らかくなり
排出しやすくなってきます。 

〈ポイント〉 

   ・息を吸い込むときは本品を口からはずしてください。 

   ・本品の先端を水平より少し床の方へ向けると、より効果的で
す。 

   ・本品を使用中にめまいや息切れがしたら、少し吹き込みの力
を弱めたり、２回の吹き込みの間隔を長めにとってみてく
ださい。 

  ・回数は２０回より多くても問題ありません。２０回は一応の
目安です。 

  ・吹込みが終わったあと、コップ一杯の水を飲んでください。 

 

ステップ２：痰を吐き出す 

   １．本品が発する音波によって自然に痰がのどの奥に集まり、
吐き出したくなります。無理やり咳をせずに自然に痰が出
てくるのを待ちます。この間、唾は飲み込んでください。 

２．使用後５分～１０分くらいすると痰がのどの奥に集まって
くるので咳をして口の中に出し、それを吐き出してくださ
い。 

 

使用時間の長さについて 

 肺の状態や症状にもよりますが、通常、吹き込み開始から痰
を吐き出すまでに１０分から１５分ほどかかります。 
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【使用上の注意】 

〈使用注意〉 
使用開始を判断する際、以下の事項に注意すること。 
・呼吸仕事量増加に対する不耐 
・顔面、口腔及び頭蓋の手術や外傷 
・食道手術 
・未治療の気胸 
・鼓膜損傷、その他の中耳の病変や疑い 
・血圧不安定 
・急性副鼻腔炎 
・鼻血 
・進行性喀血 
・悪心 
*〈重要な基本的注意〉 
・本品に汚れや異物がないこと.を確認すること。 
・すべての部品の組立が確実であることを確認すること。 
〈不具合・有害事象〉 
本品の使用に際して、以下のような有害事象が考えられる。 
・低換気や高二酸化炭素血症の原因となる呼吸仕事量の増加 
・胸部不快感 
・咽頭痛 
・気管支収縮 
〈その他の注意〉 
・院内の感染防止の指針に従うこと。 
・本品使用後廃棄時には、関係法令を遵守し、適切に廃棄すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 
直射日光及び高温多湿を避けて室温で保管すること 

  
【保守・点検に係る事項】 
 本品は一回の使用で廃棄するディスポーザブル機器であり、各自
治体の定めに従って適切に廃棄すること。 
 
 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
１．製造販売業者 

株式会社アコースティックイノベーションズ 

     東京都府中市小柳町 5-8-100  

電話：042-319-2144 

 

２．製造業者 

株式会社アコースティックイノベーションズ 

     東京都府中市小柳町 5-8-100  

電話：042-319-2144 


